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鳥類とは乳類の心臓には,それ自体を養う栄養血管が分布している14'.鳥類の心臓の栄養血管につ

いてはニワトリで最もよく研究され,その詳細が明らかにされている1･5-8,ll-13).ニワトリ以外の鳥類

ではウズラ3),シテメンテョウ8), ライチョウ12),アヒル10) などについて簡単な報哲があるにすぎな

いが,Petren12) は鳥類心臓の血管分布には種により差のあることを示唆している. また,烏数の心

臓には,冠状動脈の周囲に刺激伝導系のプルキンエ線維網が豊富に分布しているので2,4,ll, 烏種間

で血管分布を比較検討することは,この分野からみても興味深いことである.著者 ら9) は先にダチョ

ウについて検索し,その冠状動脈は家畜のものに,心静脈はニワトリのものに,それぞれ類似した分

布様式を示していることを明らかにした.ハ トの心臓の血管分布についてはほとんど知 られておらず,

2-5本の冠状動脈が存在することが記載されているのみである12).本研究の目的は,前記の鳥類よ

り飛掬能力の勝れたハトの心臓における血管分布の詳細を比較的解剖学的見地から明らかにすること

である.

材 料 と 方 法

観察に用いた材料は成熟 ドバ トColumbaliviadomesticalO7例の心臓である. そのうち29例

には動脈系を観察するために左腕頭動脈より硫酸バリウム･ゼラチン混液を.78例には静脈系を観

察するために左前大静脈より同混合液またはネオプレンラテックスを注入した.造影剤注入材料はソ

フテックス写真を撮影,そのフィルムの透視と心臓の肉眼的追跡の併用により,またラテックス注入

材料は肉眼的追跡により観察した.

観 察 結 果

Ⅰ 動 脈 系 (Figs.1-3)

ハトの心臓に分布する動脈には左 ･右冠状動脈の2本が認められる.しかし,29例申1例では,杏

来左冠状動脈の基部から分岐する心房間枝に相当する小動脈が左大動脈洞の左冠状動脈起始部よりや

や左背位から独立して起始している.

1. 左冠状動脈 ハ トの左冠状動脈は右冠状動脈よりやや細い (29例中61例)か, ほぼ同大 (29

例中13例)である.
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Fjg.1. Radiographofarterialsystem inbarium-gelatininjectedheart,frontalview
AO:aorta,L:leftcoronaryartery,LA:leftatrium,LD:deepramusofL,
LS:superficialramusofL,RA:rightatrium,RD:deepramusofright
coronaryartery,RS:super負Cialramusofrightcoronaryartery

左冠状動脈は左大動脈洞に起こり,その起始部で1本の心房間枝を分岐する.

心房間枝は左浅枝とほぼ同大の小枝で,大動脈幹の後方を上行し,両心房の背壁に広く分布する.

心房間枝を派出した後の左冠状動脈は左走し,肺動脈幹の後方で浅枝と深枝に分岐する.

左深枝は心房間枝や左浅枝よりも太 く,左冠状動脈の主幹をなしている.この左深枝は左冠状動脈

から分岐後,ただちに心室中隔内に進入する.その後,分岐をくり返しながら右心室腰近くを下走な

いし左後走し,前左方の心室中隔やそれに続く左心室壁の左部,右心室壁の前下部などに広 く分布す

る.

左浅枝は左心房前壁に分布する細枝を背方-送 りながら左走して心臓左面の冠状溝に現われ,そこ

で円錐枝と回旋枝に分岐するが,下降枝は一般に認められない.わずか29例中2例で,動脈円錐の

心室中隔とそれに続く左心室左上部の小範囲に分布する小さい下降枝が認められたが,それは左浅枝

が心臓左面に現われる以前に分岐し,心臓外表面からは認められない.

左冠状動脈の円錐枝は細 く,動脈円錐の右心室壁に分布する.

左回旋枝は左心房の左壁に分布する細枝を背方へ,左心室の上部に分布する小枝を腹方へ,それぞ

れ派出しながら心臓左面のやや後方まで冠状港内を回旋し,JLh臓後面に現われた右深枝の小枝と吻合

する.

2. 右冠状動脈 これは右大動脈洞に起こり,ただちに浅枝と深枝に分岐する.

右深枝は右浅枝よりも著 しく太 く,右冠状動脈の主幹をなしている.右深枝は心室中隔の前上部に

進入し,分岐をくり返しながら右心室腔近くを下後走し,'Lh室中隔の右半およびそれに続く左心室壁

の右下半,左心室後壁,右心室後壁などに広 く分布する.さらに右深枝から分岐した小枝は筋肉性の

右房室弁にもその後方から進入 ･分布する.また一部の小枝は洞下室間清に現われ,同港を上行し右

心房後壁にも分布し,左回旋枝や右回旋枝と吻合を示す.

右浅枝は右冠状動脈から分岐したのち,大動脈幹の右方を前走して心臓前面の冠状溝に現われ2枝
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Fig.2. Photograph(A)andradiograph(B)Offrontal(a)and back(b)halvesof
radiopaquecontrastmedium injectedheart
AO:aorta,IA:interatrialramus,LA:leftatrium,LD:deepramusofleft

coronaryartery,LS:superficialramusofleftcoronaryartery,RA:right
atrium,RD:deepramusofrightcoronaryartery,RS:superficialramusof
rightcoronaryartery

に分岐する.1枝はやや細 く,右心室前壁上を左下方へ向い右心室前壁に分布する細枝を背方へ,右

心室壁へ分布する小枝を腹方-それぞれ派出しながら心臓右面のほぼ中央まで回旋する.また腹万へ

分岐した小枝の一部は右房室弁にも分布する.

以上に述べた左 ･右冠状動脈の概要を Fig.3に模式図で示す.

Ⅱ 静 脈 系 (Figs.4-6)

ハトの心臓に分布する静脈には背側心静脈,左心静脈,腹側心静脈,左回旋心静脈の4系が認めら

れ,一般にいずれも右心房に開口する.

1. 背側心静脈 これはほ乳寮の中心静脈に相当するが,ハ トでは最大の心静脈である. これは心

臓右面および後面の心尖に起こる2枝から成 り,両校は心尖右部および後部からの細枝を集めて洞下

室間溝を上行しながら右心室後部,右房室弁,心室中隔,左心室後部などからの細枝を集める.一般

に2枝は洞下垂間溝を上行する過程で1本に合流し,左前大静脈口よりやや右下方の右心房に開口す
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Fig.3. Diagram ofthearteria一system oftheplgeOn'sheart

AO:aorta,AV:rightanteriorvenacava,IA:interatrialramus,L:leftcoronary
artery,LA:leftatrium,LD:deepramusofL,LS:superficialramusofL,LV:

leftventricle,PA:pulmonaryartery,R:rightcoronaryartery,RA:rightatrium,

RD:deepramusofR,RS:superficialramusofR,RV:rightventricle,V:right
atrioventricularvalve

るが,68例巾12例では2枝が合流することなく別個の開口部で右心房に注いでいる.

2. 左心静脈 これはは乳類の大心静脈に相当するが,ハ トでは背側心静脈よりも小さく腹側心静

脈や左心静脈よりも大きい. しかし.78例申3例では腹側心静脈や左心静脈よりも小さい細小の心

静脈である.この左心静脈は心臓左面の心尖またはその近 くに起こり,心尖左部からの細枝を集めな

がら仁行 し,労円錐室聞満-向 う.その後,右心室左下部,左心室左部,心室中隔前部などからの細
枝を集めながら同港を上持 し冠状溝に達する(Fig.5).続いて肺動脈幹と左心房の間を,左心房およ

び心室中隔からの細枝を集めながら右走 し,大動脈基部の後方で右心房に開口する(Fig.6).この左

心静脈が発達悪 く心尖まで分布 しない場合,その部は背側心静脈によって補われる.

3. 腹側心静脈 これは右心室側壁の外表面に4-8本認められる静脈群で,ほ乳類の前または右

心､静脈に相当する.これらの静脈は背側心静脈や左心静脈よりも小さいが,左方に位置する1または

2本は左回旋心静脈よりも人きく発達 している.それぞれの腹側心静脈は心臓前面および右面の右心
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Fig.4. Photograph(A)andradiograph (B)!Offrontal(a)andback(b)halvesof
radiopaquecontrastmedium injectedheart
CV:leftcircumflexvein,DV:dorsalcardiacvein,LA:leftatrium,LV:
leftcardiacvein,RA:rightatrium,ⅤⅤ:γentralcardiacveins

室下縁近くに起こり,右心室からの細枝を集めながら上行 し,冠状溝で右房室弁からの細枝を集めた

lのち右心房-開口する.78例申24例では,左方に位置する太い腹側心静脈が心臓前面の心尖まで分

布し,心尖前部の左心､室壁からの細枝も集めている.

4. 左回旋心､静脈 これは心臓左面の冠状構内で左心静脈の分枝と吻合して始まり,左心室左上部

および左心房からの細枝を集めながら同構内を後方-回旋する小さな静脈である.51例中2例では,

背側心静脈の発達がやや悪く,左心室の後上部に分布するかなり大きい枝が左回旋'Lh静脈に合流して

いる.後大静脈口の下方に達した左回旋心静脈のうち,51例中31例は背側心静脈と共通の口で,19

例は背側心静脈口のやや左方に独立して, それぞれ右心房へ注いでいる.51例申1例の左回旋心静

脈は左前大静脈へ開口している.

考 察

鳥類心臓の血管分布に関しては,ニワトリ1･5-8･11~13),ウズラ3),シテメンテョウ8),ライチョウ12),

アヒル10),ダチョウ9) などについての報告があり,その分布状態には種差のあることが示唆されてい

る9,12)
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Fig.5. LeftviewofNeoplenelatexinjectedheart

AO:aorta,CV:leftcircum8exvein,LA:leftatrium,LV:leftcardiacvein,
PA:pulmonaryartery,RA:rightatrium,ⅤⅤ:ventralcardiacveins

Fig.6. BasalviewofNeoplenelatexinjectedheart
AO:aorta,CV:leftcircum允exvein,DV:dorsalcardiacvein,LA:leftatrium,LV:
leftcardiacvein,PA:pulmonaryartery,RA:rightatrium,ⅤⅤ:ventralcardiacveins
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ハ トの心臓の血管分布についてはほとんど知 られておらず,わずかに2-5本の冠状動脈が存在す

ることが記載 されているのみである12ノ.

Petren12ノ は6種の鳥類の起伏動脈について観察 し, 139例申56例 (400/a),そのうちハ トでは21

例中 13例 (62%)に3本以上の冠状動脈を認め, その数の多いことが 鳥類心臓の特徴の一つである

としている. しかし,著肴らはハ ト29例申 1例, Lindsayetal.6) はニワトリ210例中 1例で3本

の冠状動脈を認めたに過ぎない.

ニワトリ1,5,6,日,12,13),ウズラ3ノ, シテメンチ ョウL'/,ライチ ョウ9 では,ほ乳類の場合 と異な り冠状

動脈の主幹は心室中隔を走行するが,ダチ ョゲ 'ではは乳類の場合と同じく冠状動脈の主幹は冠状溝

や室間溝を走行 してお り,水禽類でも同様の傾向が見 られる.今回観察 したハ トの冠状動脈の分布様

式はニワトリ類のものに類似 していた.

鳥類の心臓に分布する静脈には背側心静脈,左心静脈,腹側心静脈,左回旋心静脈の4系が区別 さ

れる1,3･7,チ) そのうち背側心静脈はほ乳類の中 心静脈に相当するが, ニワトリ1,7,8,13),ウズラ3),シテ

メンテョウLr), ダチ ョゲJでは心静脈申最大の静脈であるといわれ,ハ ト亡も同様であった.左心静

脈はほ乳類の大心静脈に相当し,ニワトリ7,13ノ,ウズラ3),ダチョゲ の左心静脈は労円錐室間溝を上

行 したのち,ほ乳額の場合のように心臓左面の冠状溝を後方-回旋せず,肺動脈幹 と左心房の間を前

石走 し,大動脈根の後方で右心房に開[け るが,ハ トでも同様であった.ハ トの腹側心静脈 と左回旋
･ヽ

心静脈の分布様式はニワトリ1,7-.,ウズラ3ノ, ダチ ョウ9,1などのものに類似 してい.73. しかし,ハ トの

腹側心静脈は心臓前面の心尖に達するものがかな りの割合で認められ,ニワトリ1,7)やダチ ョウ9ノのも

のよりやや発達が良 く,また,左回旋心静脈はニワトリ1,7), ウズラ3ノ,ダチ ョウ9) などのものよりや

や発達が悪いようである.

要 約

ハ トの心臓に分布する血管系を肉眼的に観察 した.

1. 冠状動脈は左 ･右冠状動脈の2本が認められ,それ らの二主幹はニワトリ,ウズラ,ライチョウ,

シテメンテョウなどの場合 と同じく心室中隔内に位置 している.

2. 心静脈には背側心静脈,左心静脈,腹側心静脈,左回旋心静脈の4系が認められ,それぞれの

分布様式はニワトリ,ウズラ,シテメンテ ョウ,ダチ ョウなどのものに似ている.
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Summary

ThebloodvesselsofheartinplgeOnWereObservedmacroscoplCally.
1. Therearetwocoronaryarteries,A.coronariadextraandA.coronariasinistra.
Themainstemsofthesearteries,asinchicken,quail,Tetraoandturkey,lieininter
ventricularseptulTl.
2. Therearefoursystemsofcardiacveins,V.cordisdorsalis,V.cordissinistra,
Vv.cordisventralesandV.cordiscircumflexussinistra. Thesevenouspatternsart

similartothoseofchicken,quail,turkeyandostrich.


